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学校長　西島　多枝子　

　夕暮れ迫るなか、部活動を終えた全日制の生徒と入れ替わるように、「お

はよう」と言う声とともに、定時制の生徒がやってきます。教室の電燈が

灯った校舎の姿はまさに、夜空に浮かぶ巨船そのものです。我が吹田高校

は「吹田市に府立高校の設置を」という地元の熱い願いのもと、昭和��年

�月に全日制の課程を設置したのち、昭和��年�月に府立春日丘高等学校

定時制の課程吹田分校の移管により定時制の課程を設置し、全定併置校と

して校地・校舎を共有し、多くの卒業生を送り出してまいりました。その

間、時代変化に機敏に対応し、定時制通信制併修制度の導入、土曜開放講

座の開講、聴講生制度の導入、始業前授業〔�時限目〕の導入等、特色あ

る新たな取り組みを進めるとともに、生徒一人ひとりの学習到達度に合わ

せた学習指導の充実を図ってまいりました。開校当時と比べて、生徒たち

の入学への動機も大きく変化してきたなか、地域の皆様からは多大なご支

援と励ましをいただきながら、��年間地元の学校として確かな信頼を得て

まいりました。

　この度、本校定時制の課程は教育改革の一環として平成��年�月に新入

生の募集を停止し、本年�月をもってその歴史を閉じることとなりました。

第一回卒業生の同窓会長丸岡武氏の俳句『灯を入れて巨船めきたる夜学校』

に詠われた定時制の灯は、今後は未来へ継ぐ灯として、同じ吹田高校の学

び舎で灯し続けるとともに、定時制の課程の記念碑に刻ませていただき、

卒業生の方々と未来へ続く生徒への励ましの言葉とさせていただきたいと

存じます。

　終わりになりましたが、大阪府教育委員会、卒業生・保護者の皆様、歴

代の校長をはじめとする教職員の方々、ご支援いただいた地域の皆様に対

して、心からの敬意と感謝の意を表すとともに、これまで数多くの物心両

面のご支援をいただきました丸岡武氏に対し心からお礼申し上げます。

●未来を継ぐ灯を

�




